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板橋区コミュニティ・スクール（ｉＣＳ）とは… 

 ｉＣＳは、学校と保護者や地域の方等で構成される「コミュニティ・スクール委員会（CS委員会）」

と「学校支援地域本部」を両輪・協働の関係で運営し、教育活動を支援する仕組みです（仕組み図参

照）。なお、ＣＳ委員会は「地方教育行政の組織及び運営に関する法律第47条の6」に基づき、令和2年

度に区内の区立全小中学校に設置予定です。 

ｉＣＳレターについて 

 ｉＣＳレターとは、教育委員会事務局から「板橋区コミュニティ・スクール（ｉＣＳ）」にまつわる

様々な情報をお届けする情報紙です。 

 今回は、ｉＣＳについての概要や「コミュニティ・スクール推進委員会（推進委員会）」の開催状況等

についてお伝えいたします。 

コミュニティ・スクール推進委員会（推進委員会）とは… 

 推進委員会は、CS委員会を設置するにあたり、その設置に向けた協議・研究を行うための準備会とし

て設置される会議体です。学校・家庭・地域の関係者15名程度で構成されています。平成30年度に推進

校として区内の区立小中学校のうち10校に設置され、今年度、区内の区立全小中学校に設置が完了しま

した。会議は原則年5回開催され、熟議や学校運営の基本方針の承認等を行います。保護者や地域の方等

が、学校運営や教育活動へ参画し、あらゆる面から十分に考え議論を重ねることで、学校が抱える複雑か

つ多岐にわたる課題の解決につながることが期待できます。 

板橋区コミュニティ・スクール（ｉＣＳ）仕組み図 

ＣＳ（推進）委員会の主な構成員 

◆ 校長、副校長 

◆ 保護者代表 

◆ 町会・自治会代表 

◆ 地域コーディネーター 

◆ ボランティア代表 

◆ 青少年健全育成地区委員会委員 

◆ 民生・児童委員 

◆ 学識関係者       等 

学校支援地域本部とは… 

 ｉＣＳにおいてCS委員会と両輪・協働の関係にある学校支援地域本部では、学校の求めに応じ、保護

者や地域の方等が、ボランティアとして主に平日の教育活動を支援します。学校と地域コーディネー

ターが中心となり、学習支援・環境整備・見守り活動・学校行事支援等の支援活動が展開されていま

す。平成30年度に区内の区立全小中学校に導入しています。 



ｉＣＳレターは今後も発行予定です。 

        バックナンバーは板橋区ホームページに掲載しておりますので、 

ぜひご覧ください！！ 

 「板橋区コミュニティ・スクール（ｉＣＳ）」のロゴがあるのをご存知でしょうか？   

ｉＣＳに係る事業の周知・機運醸成のために作成しました。全部で4パターンあり、ｉＣ

Ｓの「ｉ」が人型になっています。ｉＣＳに係る広報誌等にぜひご活用ください。     

※左のロゴが基本形ですが、印刷物の種類や形状に応じて、 

他のパターンもご利用いただけます。 

 平成３１年4月から「コミュニティ・スクール推進委員会（推進委員会）」の第一回目が各学校で行わ

れ、委嘱状の交付や、学校経営方針等の共有が図られました。初回から熟議を行う学校も多く、『学力

向上に向けた「読み解く力」について』や、『ICT機器の活用と授業改善』、『子どもたちの挨拶習慣の

定着』等をテーマに話し合われました。 

ｉＣＳロゴについて 

コミュニティ・スクール推進委員会（推進委員会）第一回目が続々と開催されています 

 多くの学校で、委嘱状の交付と共に委員の方同士の

顔合わせや自己紹介が行われました。活気ある雰囲気

の中、今年度の推進委員会がスタートしています！ 

 保護者や地域住民の方等と学校が、お互いに顔が分

かる関係になり協働することで、相互理解や信頼関係

をより深めることができます。相互理解が深まり、

各々が持つ専門性や地域の力をふまえて役割分担を行

うことができれば、先生が子どもと向き合う時間の確

保や子どもたちの学びや体験が充実することが期待で

きます。 

 推進委員会に、委員の方だけでなく教職員も参加して

いる学校があります。児童・生徒と身近に接する教職

員を交えて熟議が行われました。様々な立場の方々が

１つのテーブルにつき、学校の抱える課題やビジョン

について、それぞれの思いを伝え合いました。 

 推進委員会において学校が抱える課題やビジョンを共

有し、連携・協働していくことで、学校と地域住民等

が力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能とな

る「地域とともにある学校」の実現につながります。 

iCSレターでは今後も、各学校での熟議の内容や様子等をお伝えしていきたいと思います！ 


